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2 ふくさき議会だより　第160号 

9月定例会 

　９月定例会は９月３日に招集され、24日ま
での22日間の会期で開きました。今定例会で
は㈱もちむぎ食品センター決算報告についてな
どの報告２件および令和２年度一般会計、各特
別会計、各企業会計決算認定についてなどの議
案21件が提出され、慎重に審議を行いました。
　決算認定は、議長と議会選出監査委員を除く
議員を委員とする決算審査特別委員会を設置し、

４日間にわたり税金の収納状況や予算執行にあ
たっての問題点、今後の町政に生かすべき課題
などについて、現地調査を含め、慎重に審議を
行いました。
　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり承認・可決しました。
　一般質問は９月21日、22日に行われ、９議
員が町政全般にわたり質問しました。

歳 入（前年度比） 

令和2年度 一般会計決算の特徴 

第499回定例会 

福崎小学校北校舎長寿命化改修工事 
1億4264万円 

橋梁補修工事（東雲津橋ほか） 

2億1451万円 

直谷第2雨水幹線工事 
3934万円 

ＧＩＧＡスクール事業 
1億9422万円 

三木家住宅展示兼収蔵施設整備工事 
2507万円 

令和2年度 一般会計決算を認定 令和2年度 一般会計決算を認定 令和2年度 一般会計決算を認定 令和2年度 一般会計決算を認定 

町　税 
　個人町民税は税額控除が増えた結果401万円の
減、法人町民税は税率変更に伴い5519万円の減、
固定資産税は地価の下落等により減、また、新
型コロナウイルス感染症等に係る徴収猶予の特
例の適用などにより、町税全体では6552万円の
減となりました。

その他 
　国庫支出金は一律10万円の特別定額給付金給
付事業などにより21億9631万円の増となりました。
地方交付税総額は基準財政需要額の増などによ
り4363万円の増。そのうち、普通交付税と臨時
財政対策債は合わせて3049万円の増となりました。
町債（借入）は３億4584万円の減となりました。

歳 出（主な支出） 
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令和2年度 一般会計・特別会計決算状況 

令和2年度 公営企業会計決算状況 

議会費 1.2%

総務費
27.4%

民生費
24.8%

衛生費
5.2%

農林水産業費
4.2%

商工費
3.4%

土木費
8.5%

消防費 3.4%

教育費
12.4%

公債費
9.5%

繰越金2.0%

　※繰越明許費…令和２年度に事業実施されなかったため、翌年度に実施することになった経費。

項　目 
 

会　計 

一 般 会 計  

国民健康保険  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

計 

 

 
  歳入（Ａ） 

10,470,630,343 

2,149,764,554 

296,104,731 

1,712,469,937 

14,628,969,565

 

 
  歳出（Ｂ） 

10,198,303,672 

2,108,029,110 

289,351,007 

1,681,733,367 

14,277,417,156

 

 
  繰越明許費（Ｃ）

 

26,127,000 

0 

0 

0 

26,127,000

 

実質収支 

（Ａ－Ｂ－Ｃ） 

246,199,671 

41,735,444 

6,753,724 

30,736,570 

325,425,409

決 算 額 

総　額

10,198,303,672円

（単位：円） 
 

営業収益 
営業費用 

営業損益 
営業外収益 
営業外費用 

経常損益 
特別利益 
特別損失 

当年度純損益 
前年度繰越利益剰余金 
当年度未処分利益剰余金 
当年度未処理欠損金 

水道事業 
267,923,322 
351,614,573 
△ 83,691,251 
117,166,835 
13,731,916 
19,743,668 

0 
0 

19,743,668 
157,440,924 
177,184,592

工業用水道事業 
31,414,362 
36,160,212 
△ 4,745,850 
11,024,798 
1,487,893 
4,791,055 

0 
0 

4,791,055 
40,895,001 
45,686,056

下水道事業 
391,509,301 
839,362,437 

△ 447,853,136 
611,647,578 
129,996,894 
33,797,548 

0 
0 

33,797,548 
71,276,941 
105,074,489

工業団地造成事業 
0 

1,007,652 
△ 1,007,652 

92,180 
0 

△ 915,472 
0 
0 

△ 915,472 
△ 1,004,952 

 
△ 1,920,424

（単位：円） 

歳　入 歳　出 

自主財源
38.9％

依存財源
61.1%

 

総　額

10,470,630,343円

町税
31.2%

諸収入 2.5%

その他3.2%地方交付税
12.7%譲与税・交付金

6.2%

町債
6.7%

国・県支出金
35.5%

一般会計決算の構成 
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9月定例会 

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
９
月
８
日
か
ら
９
月
１３
日
ま
で
の
4
日
間
開
催
さ
れ
、
現
地
調
査
も
含
め

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

地
域
振
興
課
長 

学
校
教
育
課
長 

町
長 

町
長 

太
陽
光
発
電
設
備
 

健
康
福
祉
課
課
長
補
佐 

予
防
接
種
事
業
 

住
民
生
活
課
長 

住
民
生
活
課
長 

健
康
福
祉
課
長 

住
民
生
活
課
長 

単
身
大
学
生
等
応
援
給
付
金
 

指
定
保
存
樹
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
 

委
員
長
　
竹

本

繁

夫

 

副
委
員
長
　
河

嶋

重
一
郎
 

 

　
町
有
施
設
の
太
陽
光
発
電
設

備
の
状
況
は
。

　
　
川
山
公
園
の
太
陽
光
発
電

設
備
は
、
売
電
と
子
ど
も
の
学

習
を
目
的
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
公
立
幼
児
園
4
園
と
図
書
館

は
、
自
家
消
費
を
目
的
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
は
災
害
時
の
緊
急
避

難
場
所
で
も
あ
る
。
災
害
時
の

対
応
の
た
め
に
蓄
電
の
検
討
も

必
要
で
は
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
単
身
大
学
生
等
応
援
給
付
金

は
、
寮
生
も
対
象
に
な
る
の
か
。

ど
の
よ
う
に
募
集
し
て
、
何
％

の
大
学
生
に
給
付
さ
れ
た
の
か
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
、
新

聞
折
込
等
で
お
知
ら
せ
し
た
こ

と
に
加
え
、
神
戸
医
療
福
祉
大

学
は
学
生
課
に
お
願
い
し
て
学

生
個
々
に
お
知
ら
せ
し
、
神
戸

医
療
福
祉
大
学
生
は
ほ
ぼ
1
0

0
％
支
給
し
て
い
ま
す
。
神
戸

医
療
福
祉
大
学
生
で
な
い
学
生

は
2
名
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
率
は
。

　
令
和
元
年
度
末
の
申
請
率
は

17．

9
％
、
令
和
2
年
度
末
で

は
35．

3
％
と
増
え
て
い
ま
す

が
、
県
下
で
は
41
市
町
中
38
位

で
す
。
年
間
5
回
の
休
日
受
付

や
申
請
用
写
真
の
無
料
撮
影
等

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

役
場
以
外
の
施
設
で
の
出
張
受

付
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
は
40

％
を
目
標
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

高
齢
者
へ
の
案
内
状
送
付
は
。

　
案
内
す
る
予
定
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が

非
常
に
少
な
く
な
り
、
定
期
予

防
接
種
も
思
い
通
り
受
け
ら
れ

な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
国

か
ら
は
定
期
の
方
を
優
先
す
る

よ
う
通
知
が
あ
り
、
任
意
の
予

防
接
種
の
勧
奨
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
案

内
は
、
令
和
2
年
度
は
１０
月
に

高
校
1
年
生
を
対
象
に
送
付
さ

れ
た
が
、
案
内
が
遅
す
ぎ
る
。

本
人
も
、
親
も
、
打
つ
か
ど
う

か
非
常
に
悩
む
ワ
ク
チ
ン
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
苦
情
が
あ
っ

た
の
で
は
。

　
期
間
が
あ
ま
り
に
も
短
い
と

い
う
要
望
は
聞
い
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
度
は
、
4
月
に
、
中

学
校
1
〜
3
年
生
と
高
校
1
年

生
を
対
象
に
、
こ
う
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
の
方

は
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
案
内
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
指
定
保
存
樹
の
管
理
状
況
は
。
 

　
指
定
保
存
樹
は
現
在
24
件
を

指
定
し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年

度
は
西
治
八
幡
神
社
の
保
存
樹

の
剪
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
木
を
保
存
す
る
こ
と

は
住
民
の
心
の
面
で
非
常
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
。
管
理
に

重
機
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ

り
、
補
助
率
の
再
検
討
が
必
要

で
は
。

　
町
で
は
自
然
保
護
審
議
会
を

設
置
し
、
自
然
保
護
に
努
め
て

い
ま
す
。
保
存
樹
に
関
し
て
も

定
期
的
に
状
況
把
握
が
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
補
助
率
に
関
し
て
は

今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

太陽光発電電力表示パネル（図書館入口） 

保存樹（西治八幡神社の森） 
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生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
は
空
調

設
備
が
更
新
さ
れ
、
全
体
的
に

き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
が
、
ト

イ
レ
の
出
入
口
が
男
女
兼
用
と

な
っ
て
お
り
、
驚
い
て
い
る
。

建
て
替
え
ま
で
放
っ
て
お
か
れ

る
の
か
。

　
現
在
は
小
さ
い
ス
ペ
ー
ス
の

中
で
区
分
け
し
て
お
り
、
利
用

者
に
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
。
た
だ
、
工
事
費
も
か
か

り
ま
す
の
で
、
費
用
対
効
果
を

検
討
し
、
財
政
部
局
と
も
相
談

し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
確
か
に
ス
ペ
ー
ス
は
小
さ
い
。

そ
れ
な
ら
多
目
的
ト
イ
レ
に
改

修
す
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
る

の
で
は
。
 

  　
よ
い
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
消
火
栓
の
蓋
の
種
類
が
多
く
、

新
し
い
消
防
団
員
は
、
ど
の
鍵

を
持
っ
て
い
け
ば
い
い
か
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
有
事
の

際
は
そ
の
数
秒
が
大
き
く
被
害

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

蓋
の
統
一
を
考
え
て
い
た
だ
け

な
い
か
。

　
現
在
、
5
種
類
の
蓋
が
あ
り

ま
す
。
調
査
の
上
、
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
消
火
栓
器
具
ボ
ッ
ク
ス
内
の

ホ
ー
ス
や
筒
先
の
整
備
は
自
治

会
管
理
と
な
っ
て
い
る
が
、
町

が
責
任
を
も
っ
て
整
備
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
現
在
は
自
治
会
に
対
し
て
補

助
を
し
て
い
ま
す
が
、
町
の
責

任
で
用
意
す
べ
き
と
い
う
委
員

の
意
見
も
理
解
は
で
き
ま
す
。

今
後
の
検
討
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
建
設
改
良
費
の
不
用
額
4
0
 

0
0
万
円
の
原
因
は
。
ま
た
、

工
事
の
件
数
は
。

　
入
札
の
結
果
に
よ
る
落
札
減

が
主
な
要
因
で
す
。
建
設
改
良

費
の
工
事
件
数
は
14
件
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
基
本
料
金
を
約
半
年

間
減
額
し
た
が
、
そ
の
額
は
い

く
ら
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
充

当
率
は
い
く
ら
で
あ
っ
た
の
か
。

　
給
水
収
益
は
、
税
抜
き
で
約

4
7
5
0
万
円
の
減
収
で
す
。

こ
の
中
で
、
減
免
の
影
響
額
は
、

シ
ス
テ
ム
改
修
費
を
含
め
て
約

4
5
0
0
万
円
で
、
こ
れ
に
対

す
る
一
般
会
計
か
ら
の
充
当
率

は
50
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
に

つ
い
て
延
命
化
を
図
る
と
あ
る

が
、
公
共
下
水
道
と
の
使
用
料

の
統
一
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

　
農
業
集
落
排
水
の
公
共
下
水

道
へ
の
統
合
と
い
う
こ
と
も
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
統
合
の
状
況

を
見
つ
つ
必
要
な
延
命
化
を
行

う
も
の
で
あ
り
、
延
命
化
を
ず

っ
と
続
け
る
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
の
統
合
と

料
金
の
統
一
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
行
っ
て
い
く
か
は
今
後
の

課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
料
金
を

統
一
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性

は
も
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
か
ら
借
入
れ
を
予

定
さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、
借

入
れ
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
入
札
の
や
り
直
し
や
土
壌
改

良
に
時
間
を
要
し
、
工
事
は
繰

り
越
し
と
な
っ
て
、
施
工
者
か

ら
の
請
求
が
令
和
3
年
度
に
な

っ
た
た
め
で
す
。

地
域
振
興
課
長 

住
民
生
活
課
長 

企
画
財
政
課
長 

上
下
水
道
課
長 

公
営
企
業
管
理
者 

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
 

消
防
設
備
 

水
道
事
業
 

下
水
道
事
業
 

工
業
団
地
造
成
事
業
 

町
長 

町内5種類の消火栓の蓋 

生活科学センター 
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9月定例会 

文珠荘  指定管理者を 
　メディカ・ジャパン株式会社に決定 

文珠荘  指定管理者を 
　メディカ・ジャパン株式会社に決定 

文珠荘  指定管理者を 
　メディカ・ジャパン株式会社に決定 

文珠荘  指定管理者を 
　メディカ・ジャパン株式会社に決定 

メディカ・ジャパン株式会社を選定した理由 

　福崎町文珠荘の設置目的や運営に関する基本
方針を十分に理解しており、新規利用者や女性
の利用促進など、サービス向上に向けた事業計
画の提案に創意工夫があり、具体的で実現可能

な内容であった。また、候補者に対するヒアリ
ングにおいて、文珠荘運営に対する強い意欲と
ともに再開に対する町民の声に応えたいという
熱意が感じられた。

健
康
福
祉
課
長 

健
康
福
祉
課
長 

健
康
福
祉
課
長 

町
長 

　
広
報
活
動
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。
 

  　
町
や
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
ま
す
。

　
高
齢
者
に
対
す
る
配
慮
は
。
 

  　
老
人
月
間
等
は
残
し
て
い
く
よ
う
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
町
外
の
指
定
管
理
者
に
な
る
が
地
域
の
方
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
高
齢
者
が
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
指
導
し
て
い

た
だ
け
る
の
か
。
 

  　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。

　
文
珠
荘
の
和
室
を
洋
室
に
す
る
な
ど
こ
ち
ら
か

ら
提
案
し
て
も
い
い
の
で
は
。

　
指
定
管
理
者
決
定
後
に
必
要
か
ど
う
か
よ
く
検

討
し
て
い
た
だ
き
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

文
珠
荘
 

施設の名称：福崎町文珠荘（福崎町東田原1891番地）

指定の期間：令和３年11月１日から令和６年３月31日まで（２年５ヵ月）

【管理を行わせる施設及び指定期間】 

社　　　名：メディカ・ジャパン株式会社

所　在　地：神戸市中央区磯上通七丁目1番30号

代　表　者：代表取締役　林　伸昭

設立年月日：平成16年11月１日

事 業 内 容：医療従事者の紹介・斡旋・派遣、薬

　　　　　　局・薬店の経営コンサルタント業務、

　　　　　　観光土産物の製造・販売宿泊施設、

　　　　　　入浴施設の管理・運営など

【指定管理者となる団体】 
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一般会計補正予算 

　一般会計補正予算（第３号）は、歳入歳出それぞれ１億3700万円を追加し、補正後の予算総
額を84億5670万円としました。主な補正内容は次のとおりです。

福崎町道路線の廃止及び認定 

　福崎駅田原線（１級33号線）を延長し、
終点が変更になります。

　
サ
ル
ビ
ア
こ
ど
も
園
だ
け
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
登
降
園
の
管
理
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
あ
と
の
5
園
は

ど
う
か
。
 

　
姫
学
は
今
の
と
こ
ろ
お
断
り

さ
れ
て
い
ま
す
。
公
立
４
園
は

サ
ル
ビ
ア
こ
ど
も
園
の
も
の
を

み
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
今
後

の
比
較
検
討
課
題
と
し
た
上
で

考
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
東
部
お
よ
び
西
部
子
育
て
学

習
セ
ン
タ
ー
の
備
品
購
入
費
６０

万
円
で
購
入
す
る
お
も
ち
ゃ
除

菌
庫
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

　
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
お
も

ち
ゃ
を
入
れ
る
物
で
、
除
菌
が

で
き
る
も
の
で
す
。

学
校
教
育
課
長 

企
画
財
政
課
長 

感染対策用消耗品費、救急用品及び衛生材料等

WEB予約システムサービス利用料

保健衛生資材費

運営補助金

備品購入費

施設改修工事費

備品購入費

道路新設改良費

税外還付金

農地農業用施設災害復旧工事費

保育所等業務効率化推進事業

職員時間外勤務手当

会計年度任用職員報酬

接種委託料 3,900

840

800

260

100

150

1,100

60

900

200

2,000

1,226

500

75

子
育
て
支
援
関
係

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
係

項　　目 金 額 
（万円） 

文珠荘
管理費
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9月定例会 

福崎町工業立地法準則条例の制定 

第３２期（株）もちむぎ食品センター決算状況（令和2年4月1日～令和3年3月31日） 

　工場敷地の有効活用を可能とするよう条例によって、緑地面積率及び環境施設面積率の規制緩
和を行うものです。

　工場敷地面積に対する緑地及び環境施設のそれぞれの面積の割合に関する事項につ
いて、国が定めた基準に代えて、福崎町の実情に合わせて独自に適用すべき基準を設
定するため。

【条例制定の目的】 

対象工場　業種：製造業、電気供給業など

　　　　　規模：敷地面積9,000㎡以上又は建築面積3,000㎡以上

設定区域　第３種区域（工業専用地域）

　　　　　※福崎工業団地、福崎企業団地、福崎町東部工業団地

【条例の概要】 

　
も
ち
む
ぎ
の
在
庫
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
原
麦
は
1
2
9
ト
ン
の
在
庫

が
あ
り
ま
す
。
内
訳
は
令
和
元

年
産
が
29
ト
ン
で
残
り
は
令
和

2
年
産
で
す
。
甘
み
が
出
て
お

い
し
く
な
る
た
め
1
年
間
は
保

存
し
て
お
く
と
い
う
方
針
で
経

営
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
適
切
な

在
庫
量
で
す
。

　
今
後
の
作
付
減
少
等
の
心
配

は
な
い
か
。
 

　
在
庫
量
か
ら
計
算
し
、
令
和

4
年
産
（
令
和
3
年
作
付
分
）

は
少
し
減
ら
し
て
約
70
ト
ン
く

ら
い
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
課
長 

農
林
振
興
課
長 

工場立地法の緑地及び環境施設の面積割合の基準 

項　　目 金　額（円） 

①売上高

②売上原価

③売上総利益（①-②）

④販売費および一般管理費

⑤営業利益（③-④）

⑥営業外収益

⑦経常利益（⑤-⑥）

⑧税引前当期純利益

⑨法人税等

⑩当期純利益（⑧-⑨）

128,617,185

81,349,477

47,267,708

53,278,541

△ 6,010,833

6,754,128

743,295

743,295

459,589

283,706

現在適用している基準 

国が定めた基準範囲 
（平成29年法改正） 

今回定める町準則 敷地の20％以上

敷地の10％以上25％未満

敷地の25％以上

環境施設 

敷地の15％以上

敷地の5％以上20％未満

敷地の20％以上

うち緑地 

緑地面積の50％以内

緑地面積の50％以内

緑地面積の25％以内

重複緑地などの 
緑地への算入率 

参
考
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全員賛成で可決した議案等 

賛成多数で可決した議案等 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

兵庫県市町交通災害共済組合規約の一部変更 解散した場合の事務の承継先を佐用町と定
める規約変更について構成団体と協議する

報　告 

概　要 議　案　名 

一般会計補正予算（第３号） １億3700万円増額（総額84億5670万円）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 1300万円増額（総額19億9870万円）

介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 2190万円増額（総額17億5510万円）

兵庫県市町交通災害共済組合の解散に伴う財産処分 解散に伴う財産処分について協議する

条　例 

第32期株式会社もちむぎ食品センター決算報告 売上高　１億2861万円
当期純利益　　28万円

令和２年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告 地方公共団体の財政の健全化に関する
法律に基づく報告

令和3年度 
補正予算 

その他 

福崎町文珠荘の指定管理者の指定
メディカ・ジャパン株式会社を指定
指定の期間
令和３年11月１日～令和６年３月31日

訴えの提起（町有地の不法占有）
高岡字徳ケ畑1753番2外に存する有体
動産の収去、同土地の明け渡し、かつ、
賃料相当損害金を請求する訴えの提起

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

上位法令の制定に伴い所要の改正を行
う条例

兵庫県市町交通災害共済組合の解散 令和４年３月31日に解散することにつ
いて構成団体と協議する

令和２年度福崎町水道事業剰余金処分 未処分利益剰余金のうち、8000万円を
建設改良積立金へ積み立てる

令和２年度福崎町下水道事業剰余金処分 未処分利益剰余金のうち、2375万1813
円を資本金へ組み入れる

福崎町工場立地法準則条例の制定 国が定めた基準に代えて、福崎町の実情に
合わせて適用すべき基準を設定する条例

福崎町道路線の廃止及び認定 １級33号線を廃止し、新たに１級33号線を認定

注1．城谷議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

一般会計歳入歳出決算

１４ 

賛成 反対 

１ １２ 

議 案 名 

賛否 
城
谷
英
之
 

１３ 
竹
本
繁
夫
 

１２ 
小
林
　
博
 

１１ 
松
岡
秀
人
 

１０ 
前
川
裕
量
 

９ 
植
岡
茂
和
 

８ 
宇
　
壽
幸
 

７ 
冨
田
昭
市
 

６ 
牛
尾
雅
一
 

５ 
河
嶋
重
一
郎
 

４ 
　
高
平
記
 

３ 
大
塚
記
美
代
 

２ 
石
川
　
治
 

１ 

○ ○ 

○ ● 

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
国民健康保険事業歳入歳出決算 １ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
後期高齢者医療事業歳入歳出決算 １ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
介護保険事業歳入歳出決算 １ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
水道事業会計決算 １ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
工業用水道事業会計決算 １ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
下水道事業会計決算 １ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
工業団地造成事業会計決算 １ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 

三
輪
一
朝
 

令和2年度 
決算認定 
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総務文教常任委員会 

委 員 長　河 嶋 重一郎 
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  

総務文教常任委員会 

　第５次総合計画を進めていく上で、各自治会
からの意見を参考に各種施策の充実に取り組ん
でいくため、全集落で地域の皆さんの意見をお
聞きする行政懇談会を行うと報告がありました。

期　間：令和３年度と令和４年度の２年間
時　間：45分程度
内　容：事前に質問をいただき、質問内容に関
　　　　係の担当課長が出席し、回答

　８月に実施された山桃忌での「柳田國男と『海上の道』」を
テーマとした講演会のWEB配信を年度末まで実施し、今後さ
らなる周知に努めながら、民俗学のふるさと福崎を全国的に発
信していくと報告がありました。

山桃忌講演会のWEB配信について 

福崎小学校北校舎長寿命化改修工事について 

　町勢要覧の内容を取り入れたリニューアル版を、地域の事業者の
皆様にご協力いただき、全世帯へ配布予定との報告がありました。

くらしの便利帳のリニューアルについて 

行政懇談会 開催 行政懇談会 開催 行政懇談会 開催 

主な変更箇所 ●観光交流センター、NIPPONIAなどを追加 

●妖怪ベンチの更新 

●巡回バスの加西市連携やふくひめ号の追加 

●災害警戒レベル、ハザードマップの変更 

●税金関係 
　（コンビニ収納やスマホ決済、期割の変更など） 

●住民票のコンビニ交付、手数料の変更など 

　令和２年９月８日から実施
している工事の進捗状況につ
いて報告がありました。
　トイレ、階段部分の改修と、
手洗い場の新設の工事が完了
しています。

完成したトイレ・階段（福崎小学校北校舎）
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防災行政無線戸別受信機　 
　　　　　有償での貸与へ 
防災行政無線戸別受信機　 
　　　　　有償での貸与へ 
防災行政無線戸別受信機　 
　　　　　有償での貸与へ 

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　前 川 裕 量  
委　　員　三 輪 一 朝  
委　　員　　 高 平 記  

民生まちづくり常任委員会 

●受診内容 …… 避難情報などの防災情報・国が発表する緊急情報その
　　　　　 　　 他行政情報 

●対 象 者 …… 町内に居住する世帯主

●台　　数 …… １世帯につき１台

●価　　格 …… 10,000円

●そ の 他 …… 戸別受信機の設置後に要する電気代・電池代、その他
　　　　　 　　 の維持管理に要する経費等は、使用者の負担です。

戸別受信機の概要 

　福崎町防災行政無線の放送内容を、放送と同時にメール配信
するサービスです。
　ぜひ登録してご活用ください。

■登録ページ
　http://www.town-fukusaki.jp/cel/

　ＱＲコードを読み取って登録する
こともできます。

　令和２年度から繰り越して進めている防災行
政無線及び戸別受信機整備事業は、９月から親
局無線装置の更新に取りかかっており、10月
から避難行動要支援者のうち希望者に戸別受信

機を順次設置していくとの報告がありました。
　また、一般の家庭でも希望がある場合は、令
和４年度に有償で希望者全員への貸与を予定し
ているとのことです。

お知らせメール 
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一般質問 

植 岡 茂 和  
１３ページ 

牛 尾 雅 一  
１４ページ 

大塚記美代 
１６ページ 

河嶋重一郎 
１５ページ 

　 高 平 記  
１７ページ 

通 告 の 内 容 

各議員のページのＱＲコードを読み取ると一般質問の様子を動画でご覧いただけます。

①農業について
②都市計画道路について

①農業問題について
②地域振興について
③安全安心のまちづくりについて

①さるびあドーム周辺施設の管理運営
　について
②八千種地区の地域振興について

①コロナ感染症関連　対応人員・負荷
　具合について
②コロナ感染症関連　ＰＣＲ検査の費
　用負担について
③土砂災害特別警戒区域の消防団への
　実績雨量データ提供について
④七種山登山道の草木落葉等の清掃に
　ついて

①いじめ防止対策について
②防災の観点から役場や駅が中心のコ
　ンパクトシティについて
③農業基盤の整備と新しい農業経営の
　展開について

石 川 　 治  
１８ページ 

三 輪 一 朝  
１９ページ 

小 林 　 博  
２１ページ 

宇 　 壽 幸  
２０ページ 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

①通学路の安全対策について
②ＡＬＴ（外国語指導助手）の補充に
　ついて
③ＧＩＧＡスクール配布パソコンの補
　償について
④もち麦栽培作付面積の拡充について

①コロナウイルス感染症対策について
②安全な町づくりについて
③福祉施策について
④山間地域での問題について
⑤環境問題について

①本町の政策・行政サービスと水準等
　について
②ヤングケアラーについて

①行財政改革について



一般質問 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 都

市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路
 

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て
 

都
市
計
画
道
路
 

　
　
　
に
つ
い
て
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植 岡 茂 和 

ジャンボタニシの成体（約３～５㎝）（上）
卵塊（左下）、被害を受けた水田（右下）

若い世代から農業に対する意見を 
聞く機会を増やしてはどうか 
若い世代の意見を施策に反映させることは重要かつ 
不可欠であると考えます。 

福崎駅田原線（福崎駅前）

 
 
現
在
、
町
内
で
提
案

さ
れ
て
い
る
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
実
質
化
を
進
め
る

上
で
、
共
通
し
て
い
る
課

題
は
何
が
あ
る
か
。
 

　
担
い
手
不
足
が
課
題
で

あ
る
集
落
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

 　
　
担
い
手
の
確
保
に
は
、

農
業
体
験
、
就
農
相
談
会
、

農
業
機
械
試
乗
会
等
の
企

画
を
し
、
農
業
へ
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を

増
や
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
 

 　
い
い
企
画
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
町
単
独
で
実
施

す
る
に
は
、
参
加
人
数
、

費
用
面
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、

見
え
な
い
部
分
が
多
く
、

ま
ず
は
研
修
会
、
相
談
会

の
情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
見
れ
る
よ
う
に
手

配
し
ま
す
。

 　
　
若
い
世
代
か
ら
農
業

に
対
す
る
意
見
を
聞
く
機

会
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。
 

　
若
い
世
代
の
意
見
を
施

策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は

重
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
等
も
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 　
　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に

対
し
て
は
、
被
害
が
発
生

し
た
時
の
補
助
、
補
償
は

あ
る
か
。
 

　
水
稲
共
済
で
は
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
被
害
に
7
割
ま

で
の
補
償
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
令
和
3
年
度
か

ら
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
駆
除

の
薬
剤
等
の
購
入
費
の
半

額
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

    　
　
福
崎
駅
田
原
線
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
は
。
 

 　
国
、
県
と
の
協
議
、
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
3
年
10
月
に
は
、
同
時

期
に
整
備
す
る
町
道
千
束

新
町
線
と
併
せ
、
設
計
委

託
業
務
を
発
注
、
事
業
着

手
す
る
予
定
で
す
。

　
　
今
後
の
予
定
は
ど
の

よ
う
に
進
む
の
か
。
 

 　
駅
前
か
ら
市
川
右
岸
、

町
道
千
束
新
町
線
の
合
流

点
ま
で
を
第
1
期
工
事
と

し
て
施
工
予
定
で
す
。
令

和
3
年
度
か
ら
5
年
間
、

令
和
7
年
度
末
の
事
業
完

了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
福
崎
駅
田
原
線
に
、

交
通
面
以
外
に
期
待
す
る

こ
と
は
何
か
。
 

　
J
R
福
崎
駅
周
辺
は
福

崎
町
の
西
の
玄
関
口
で
す
。

東
の
玄
関
口
は
役
場
周
辺
、

ま
た
、
　
川
界
隈
を
含
め

て
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
福
崎
駅
田
原
線
は
東

西
の
玄
関
口
を
結
ぶ
道
路

に
な
り
ま
す
。
そ
の
両
側

に
あ
る
空
き
地
や
農
地
の

有
効
活
用
が
望
め
ま
す
。

こ
の
道
路
整
備
に
よ
り
、

観
光
振
興
、
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
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一般質問 

 
 
八
千
種
地
域
は
、
昭

和
４６
年
に
市
街
化
調
整
区

域
に
線
引
き
さ
れ
、
市
街

化
を
抑
制
す
べ
き
区
域
で
、

大
き
な
公
共
施
設
は
な
い
。

ま
た
、
自
身
の
所
有
地
で

も
家
が
建
て
ら
れ
な
い
な

ど
多
く
の
制
約
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
地
域
の
若
者

の
流
出
で
人
口
減
少
に
よ

る
様
々
な
弊
害
が
起
き
て

い
る
。
当
町
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
町
で
、
町
内
ど
こ
か

ら
で
も
短
時
間
で
移
動
は

可
能
な
の
で
、
町
内
の
子

育
て
世
代
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
ゆ
っ
た
り
楽
し
め
る

大
規
模
公
園
・
各
種
ス
ポ

ー
ツ
の
大
会
が
可
能
な
広

大
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
併
設

し
た
施
設
を
、
土
地
利
用

に
余
裕
の
あ
る
八
千
種
地

区
の
振
興
も
含
め
、
設
置

で
き
な
い
か
。
 

　
今
、
福
崎
町
は
借
金
が

最
も
増
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
新
ご
み
処
理
施
設
・

中
播
消
防
署
の
建
て
替
え

等
が
控
え
て
お
り
、
財
政

上
、
大
変
厳
し
い
の
で
、

質
問
議
員
の
熱
意
は
伝
わ

っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
の

町
の
財
政
状
況
で
は
困
難

と
考
え
て
い
ま
す
。

    　
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競

技
で
、
3
人
の
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
誕
生
に
よ
り
、
愛

好
者
が
大
き
く
増
加
し
て

い
る
。
し
か
し
、
練
習
場

が
大
変
少
な
い
の
で
、
今

後
、
当
町
の
施
設
の
町
外

利
用
者
の
増
加
が
考
え
ら

れ
る
。
登
録
な
し
の
無
断

利
用
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
し

で
の
利
用
防
止
、
並
び
に

マ
ナ
ー
向
上
対
策
に
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
求
め

る
。
 

　
現
在
、
隣
の
さ
る
び
あ

ド
ー
ム
に
あ
る
防
犯
カ
メ

ラ
を
活
用
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

  　
　
春
日
ふ
れ
あ
い
会
館

を
観
光
案
内
所
と
し
て
活

用
し
、
ア
プ
リ
・
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
登
山
や
山

城
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組
み

や
、
山
頂
の
大
木
は
遠
方

か
ら
も
目
立
つ
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
な
の
で
、
秋
冬
の
日

没
が
早
ま
る
時
期
な
ど
に

曜
日
・
時
間
を
決
め
て
城

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
検

討
で
き
な
い
か
。
 

　
春
日
ふ
れ
あ
い
会
館
は

常
駐
し
て
い
る
管
理
人
が

周
辺
施
設
の
案
内
等
に
努

め
て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
・

ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
に
も

取
り
組
み
、
周
辺
施
設
の

情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
地

域
と
調
整
し
て
考
え
て
い

き
ま
す
。

町
長
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

問
 

牛 尾 雅 一  

農
林
振
興
課
長
 

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
に

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
に
 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
 

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
に
 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
 

問
 春

日
山
を
観
光
の

春
日
山
を
観
光
の
 

シ
ン
ボ
ル
に

シ
ン
ボ
ル
に
 

春
日
山
を
観
光
の
 

シ
ン
ボ
ル
に
 

八千種地区（八千種研修センター周辺）

若者でにぎわうスケートボード場（さるびあドーム東）

八千種地区に大規模公園・ 
グラウンドの設置を求める 

今日の福崎町の状況下では困難です。 



一般質問 

 
 
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
役
場
担
当

者
の
目
線
か
ら
も
今
一
度

改
め
て
総
点
検
を
行
い
、

子
ど
も
達
が
安
全
で
安
心

し
て
登
下
校
が
で
き
る
よ

う
な
対
策
を
行
う
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
。
 

  　
今
年
度
は
9
月
15
日
に

学
校
、
警
察
、
教
育
委
員

会
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
住

民
生
活
課
と
合
同
で
現
地

点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
、
必
要
箇
所
に
つ
い

て
対
策
案
の
検
討
を
行
い
、

可
能
な
も
の
か
ら
速
や
か

に
改
善
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
通
学
路
の
危
険
ブ
ロ

ッ
ク
や
生
垣
な
ど
の
撤
去

費
用
に
つ
い
て
、
支
援
を

再
開
す
べ
き
と
思
う
が
。
 

  　
現
在
の
と
こ
ろ
、
制
度

の
復
活
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
 

　
　
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
活
動
、
役
割
に

つ
い
て
問
う
。
 

  　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び

集
落
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
作
成
や
検
討
の
際
の
参

加
、
集
落
で
の
農
地
に
係

る
相
談
対
応
な
ど
で
す
。

　
　
荒
廃
農
地
防
止
へ
の

取
り
組
み
は
。
 

 　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作

成
や
見
直
し
が
大
切
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
周
辺
に
迷
惑
を
及
ぼ

す
相
続
放
棄
地
の
維
持
管

理
義
務
は
誰
に
あ
る
の
か
。
 

 　
民
法
上
、
次
の
管
理
人

が
決
ま
る
ま
で
は
、
放
棄

し
た
者
が
管
理
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
　
遊
休
農
地
解
消
促
進

の
取
り
組
み
は
。
 

 　
所
有
者
に
対
す
る
助
言
、

指
導
に
加
え
、
地
域
で
の

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成

や
見
直
し
が
大
切
と
考
え

ま
す
。

　
　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被

害
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る

今
日
、
狩
猟
者
の
減
少
が

続
く
中
、
人
材
育
成
の
た

め
狩
猟
免
許
取
得
者
に
有

害
鳥
獣
駆
除
を
条
件
に
免

許
取
得
費
用
全
額
助
成
し

て
は
ど
う
か
。
 

 　
平
成
24
年
度
よ
り
、
町

猟
友
会
と
協
力
し
て
捕
獲

活
動
を
行
う
こ
と
を
条
件

に
1
万
7
0
0
0
円
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　
　
猟
期
中（
11
月
15
日
〜

3
月
15
日
）の
イ
ノ
シ
シ
捕

獲
支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。
 

 　
狩
猟
期
の
イ
ノ
シ
シ
捕

獲
支
援
に
つ
い
て
は
、
近

隣
市
町
の
動
向
も
見
な
が

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
有
害
鳥
獣
捕
獲
後
の

処
理
施
設
の
設
置
要
望
そ

の
後
に
つ
い
て
。
 

 　
中
播
北
部
行
政
事
務
組

合
で
は
、
神
崎
郡
猟
友
会

の
要
望
を
受
け
、
ご
み
処

理
施
設
設
備
基
本
計
画
策

定
の
中
で
検
討
項
目
に
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

 　
　
管
理
不
良
空
き
家
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
行
う
の
か
。
 

 　
危
険
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
除
却
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
 

    　
　
以
前
、
当
町
に
お
い

て
道
の
駅
構
想
が
あ
っ
た

と
聞
く
が
、
現
在
も
続
い

て
い
る
の
か
。
 

 　
平
成
19
年
に
道
の
駅
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検

討
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
に
福
崎
駅
周
辺

整
備
事
業
に
取
り
組
み
始

め
、
そ
の
構
想
の
中
で
　

川
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
を

建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

道
の
駅
の
機
能
を
　
川
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
持
た

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
道
の
駅
整
備

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
生
活
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
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問
 

問
 

問
 農

業
委
員
会
　

農
業
委
員
会
　
 

　
　
に
つ
い
て

　
　
に
つ
い
て
 

農
業
委
員
会
　
 

　
　
に
つ
い
て
 

獣
害
対
策
　
　

獣
害
対
策
　
　
 

　
　
に
つ
い
て

　
　
に
つ
い
て
 

獣
害
対
策
　
　
 

　
　
に
つ
い
て
 

地
域
振
興
　
　

地
域
振
興
　
　
 

　
　
に
つ
い
て

　
　
に
つ
い
て
 

地
域
振
興
　
　
 

　
　
に
つ
い
て
 

空
き
家
対
策
　

空
き
家
対
策
　
 

　
　
に
つ
い
て

　
　
に
つ
い
て
 

空
き
家
対
策
　
 

　
　
に
つ
い
て
 

町
長
 

町の通学路を 
今一度総点検すべきと思うが 

今年度は9月15日に総点検を実施しました。 



一般質問 

 
 
福
崎
町
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
条
例
が
令
和
2

年
12
月
に
制
定
さ
れ
た
。

い
じ
め
は
子
ど
も
の
成
長

発
達
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際

に
、
学
校
現
場
で
は
ど
の

よ
う
に
い
じ
め
防
止
対
策

を
行
っ
て
い
る
の
か
。
 

 　
い
じ
め
の
未
然
防
止
に

つ
い
て
は
、
道
徳
や
人
権

教
育
を
通
じ
て
、
い
じ
め

を
許
さ
な
い
学
校
風
土
の

構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
で
は
、
学
期
ご

と
に
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
、

個
別
面
談
を
実
施
し
、
い

じ
め
の
早
期
発
見
、
実
態

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

重
大
事
案
に
つ
い
て
は
、

校
内
支
援
委
員
会
を
即
日

開
催
し
、
被
害
者
担
当
、

加
害
者
担
当
、
保
護
者
担

当
と
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分

担
を
し
て
対
応
に
当
た
り
、

職
員
会
議
で
教
員
全
員
に

周
知
、
共
通
認
識
を
し
、

い
じ
め
を
訴
え
た
子
ど
も

を
最
後
ま
で
守
り
抜
く
こ

と
を
全
教
職
員
で
行
い
ま

す
。
ま
た
、
加
害
児
童
生

徒
に
対
し
て
は
、
い
じ
め

は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行

為
で
あ
る
と
い
う
厳
し
い

指
導
と
と
も
に
、
そ
の
子

の
成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
、

人
間
的
な
触
れ
合
い
に
基

づ
き
、
働
き
か
け
を
行
い

ま
す
。

　
　
い
じ
め
が
発
覚
し
た

時
の
対
応
に
つ
い
て
、
ど

う
変
化
し
た
の
か
。
 

 　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
は
3
名
配
置
し
て
お
り
、

各
校
週
1
回
、
6
時
間
勤

務
、
1
人
で
2
校
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は

1
名
配
置
し
て
お
り
、
週

4
日
勤
務
で
、
中
学
校
2

校
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
生
徒
や
保
護
者
へ

の
対
応
を
し
、
学
期
に
1

回
、
校
内
適
応
指
導
委
員

会
を
開
催
し
、
教
職
員
と

の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
　
学
校
長
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
た
「
チ
ー
ム
学
校
」

は
ど
う
機
能
し
て
い
る
の

か
。
 

 　　
教
育
委
員
会
と
の
連
携

は
毎
月
の
校
長
会
、
教
頭

会
で
、
非
常
に
フ
ラ
ン
ク

に
お
互
い
の
情
報
共
有
を

行
っ
て
お
り
、
学
校
長
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
た
「
チ
ー

ム
学
校
」
は
機
能
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
　
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
、
教
職

員
の
健
康
を
ど
う
確
保
し

て
い
る
の
か
。
 

　
管
理
職
は
日
ご
ろ
か
ら

不
安
や
悩
み
を
打
ち
明
け

ら
れ
る
関
係
作
り
に
努
め
、

必
要
な
ら
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
地
域
住
民
と
の
連
携

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
 

 

　
地
域
住
民
の
み
な
さ
ま

に
は
、
通
学
時
の
声
か
け

や
、
地
域
で
の
行
事
の
折

に
触
れ
て
共
同
作
業
や
見

守
り
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
れ
は
福

崎
町
の
良
い
風
土
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

大塚記美代 
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福崎町いじめ防止対策推進条例が 
できて学校はどう変わったのか 

チーム学校で、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーや 
地域住民と共にいじめを許さない学校風土の構築に努めています。 

カウンセリング時間

カウンセリングルーム（福崎西中学校）
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七
種
山
登
山
道
の
草

木
落
葉
等
の
清
掃
、
道
を

塞
ぐ
倒
木
の
伐
採
等
は
、

高
齢
化
が
進
む
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
依
存
し
て
い
る
。

し
か
し
、
定
期
的
か
つ
組

織
的
に
実
施
で
き
に
く
く

な
っ
て
お
り
、
草
木
の
生

長
に
追
い
つ
か
な
い
の
が

現
状
。
人
件
費
を
拠
出
し

て
実
施
で
き
る
何
か
適
切

な
事
業
は
な
い
か
。
 

 　
人
件
費
が
支
援
で
き
る

仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

資
材
購
入
に
つ
い
て
は
（
公

社
）
兵
庫
県
緑
化
推
進
協

会
の
「
森
と
緑
と
の
ふ
れ

あ
い
支
援
事
業
」
の
利
用

が
可
能
で
す
。

　
七
種
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
は
福
崎
町
の
重
要

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

現
在
の
コ
ー
ス
の
状
況
を

確
認
し
た
上
で
対
応
を
検

討
し
ま
す
。

    　
　
コ
ロ
ナ
第
5
波
の
8

月
の
ピ
ー
ク
時
点
で
は
、

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

対
応
人
員
は
、
6
月
時
点

に
比
べ
増
強
さ
れ
て
い
た

か
。
 

 　
6
月
時
点
は
高
齢
者
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
時
期
で
し

た
の
で
、
予
約
の
対
応
で

多
忙
で
し
た
。
現
在
は
59

歳
以
下
の
方
々
の
接
種
も

大
分
進
ん
で
お
り
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
は
保
健
セ
ン

タ
ー
職
員
と
、
会
計
年
度

任
用
職
員
2
名（
2
名
減
）

で
対
応
で
き
て
お
り
ま
す
。

　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
保

健
所
が
認
め
た
行
政
検
査

は
無
料
、
自
主
検
査
は
有

料
。
こ
の
線
引
き
が
リ
ス

ク
を
招
き
、
感
染
者
を
増

や
す
結
果
に
な
ら
な
い
か
。

例
え
ば
、
昨
日
密
接
に
近

い
状
態
で
一
緒
に
い
た
人

が
、
本
日
陽
性
感
染
者
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
自
分

の
体
調
は
良
く
、
保
健
所

か
ら
は
未
だ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

指
示
が
な
い
の
で
、
2
万

円
以
上
も
す
る
自
主
検
査

は
せ
ず
、
通
常
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
予
防
で
生
活
。

数
日
後
、
体
調
不
良
に
な

り
、
行
政
検
査
で
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
判
明
。
こ
の
間

に
感
染
者
を
増
や
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
危

険
性
は
な
い
か
。
 

 　
そ
の
よ
う
な
事
案
が
発

生
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
が
、
今
は
発
熱
等
の
症

状
が
出
た
場
合
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

 　
　
国
や
県
に
先
立
ち
、

行
政
検
査
の
適
用
基
準
の

若
干
枠
外
者
に
い
く
ら
か

の
補
助
を
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
促
進
で
き
な
い
か
。
 

 　
町
は
県
の
方
針
に
沿
っ

た
形
で
対
応
し
て
お
り
、

町
独
自
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

費
用
の
負
担
助
成
等
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

  　
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
の
消
防
団
へ
の
実
績

雨
量
デ
ー
タ
提
供
に
つ
い

て
、
天
気
予
報
に
よ
り
避

難
指
示
が
あ
る
よ
う
な
場

合
、
地
区
の
消
防
団
員
は

警
戒
態
勢
で
詰
所
に
待
機

し
て
、
リ
ス
ク
が
あ
っ
て

も
随
時
危
険
現
場
に
出
向

き
、
現
状
を
確
認
し
て
い

る
。
こ
の
と
き
、
現
場
の

雨
量
実
績
デ
ー
タ
が
あ
れ

ば
、
出
向
く
頻
度
調
整
が

で
き
、
ま
た
事
前
準
備
を

し
て
臨
め
、
団
員
の
リ
ス

ク
軽
減
に
役
立
つ
の
で
は

な
い
か
。
 

 　
気
象
庁
H
P
の
「
キ
キ

ク
ル
」
等
の
防
災
情
報
が

既
に
あ
る
た
め
、
新
た
な

雨
量
情
報
が
消
防
団
の
パ

ト
ロ
ー
ル
の
こ
う
い
う
所

に
役
立
つ
と
か
、
あ
る
い

は
こ
の
情
報
が
あ
れ
ば
パ

ト
ロ
ー
ル
の
頻
度
が
変
わ

る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
時
点
で
検
討
す
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
。

農
林
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

技
監
 

問
 

問
 

問
 

健
康
福
祉
課
長
 

健
康
福
祉
課
長
 

健
康
福
祉
課
長
 

問
 

問
 

七種山のハイキングコースは福崎町の重要な 
観光スポットであり、現状を確認し対応を検討します。 

七種山登山道の草木落葉、 
倒木等の清掃について 

　 高 平 記 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
 

感
染
症
対
策

感
染
症
対
策
 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
 

感
染
症
対
策
 

現
場
現
場
の
雨
量
　
　
　

雨
量
　
　
　
 

実
績
実
績
デ
ー
タ
の
提
供
提
供
 

現
場
の
雨
量
　
　
　
 

実
績
デ
ー
タ
の
提
供
 



一般質問 

 
 
教
室
内
又
は
自
宅
に

持
ち
帰
っ
た
と
き
に
不
注

意
に
よ
り
落
と
し
て
故
障

し
た
と
き
の
補
償
は
。
 

 　
保
険
は
あ
り
ま
す
が
、

教
室
内
外
と
も
補
償
対
象

で
は
な
い
た
め
、
予
備
機

で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
　
自
宅
に
持
ち
帰
る
と

き
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
ケ
ー
ス

等
は
準
備
で
き
な
い
か
。
 

 

　
教
科
書
に
挟
ん
で
カ
バ

ン
に
入
れ
る
等
の
工
夫
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
　
自
宅
に
持
ち
帰
っ
た

と
き
に
電
源
の
な
い
家
庭

が
4
分
の
1
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
C
型
プ
ラ
グ
を

提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
 

 　
電
源
コ
ー
ド
の
な
い
家

庭
に
は
学
校
の
充
電
プ
ラ

グ
を
貸
与
す
る
予
定
で
す
。

 　
　
自
宅
にW
i-Fi

環
境

の
な
い
家
庭
は
。
 

 　
高
岡
小
、
八
千
種
小
は

全
家
庭
にW

i-
F

i

環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。
福
崎
小
、

田
原
小
、
西
中
、
東
中
で

は
数
件W

i-
F

i

環
境
の
な

い
家
庭
が
あ
り
ま
す
が
、

環
境
を
整
え
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。

　
　
2
人
の
A
L
T
の
契

約
期
間
が
終
了
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
更
新
が
で

き
て
い
な
い
が
、
ど
う
考

え
る
の
か
。
 

 　
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
よ
う
や
く
10
月

17
日
と
11
月
7
日
に
来
日

の
見
込
み
が
立
ち
ま
し
た
。

　
　
福
崎
町
特
産
の
も
ち

麦
で
あ
る
が
、
令
和
３
年

度
に
お
い
て
は
、
４３ 
ha
、

７７
t
の
収
穫
量
で
あ
る
。

加
東
市
で
も
、
「
も
ち
麦

の
町
、
加
東
市
」
と
し
て

1
0
0
ha
、
2
0
0
t
の

収
穫
と
な
っ
て
い
る
。
も

ち
麦
作
付
拡
充
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
 

 　
加
東
市
で
は
あ
る
業
者

が
全
量
買
い
取
り
を
し
て

い
ま
す
。
加
東
市
で
は
、

市
と
業
者
の
補
助
を
合
わ

せ
て
、
反
当
り
収
量
が

2
0
0
㎏
と
し
て
も
２，
８

0
0
円
で
す
が
、
福
崎
町

は
奨
励
金
と
し
て
反
当
り

1
万
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
在
庫
も
か
な

り
の
量
が
あ
り
ま
す
の
で
、

生
産
調
整
が
必
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
　
他
府
県
で
は
も
ち
麦

栽
培
で
、
3
0
0
ha
と
か
、

8
3
0
ha
と
か
の
作
付
を

し
て
い
る
。
在
庫
を
抱
え

ず
に
済
む
方
法
も
検
討
し

な
が
ら
、
作
付
面
積
拡
充

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
 

 　
も
ち
麦
生
産
組
合
の
6

営
農
他
で
、
過
去
に
は
最

大
で
50
ha
程
度
の
作
付
も

し
て
い
ま
し
た
。
も
ち
麦

の
生
産
に
は
技
術
・
知
識

も
必
要
な
た
め
、
適
地
適

作
で
品
質
・
収
穫
量
を
上

げ
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

予備機で対応します。 

GIGAスクールパソコンの 
補償について 

石 川 　治  

18ふくさき議会だより　第160号 

も
ち
麦
作
付
面
積

ち
麦
作
付
面
積
の
 

拡
充
拡
充
に
つ
い
て
 

も
ち
麦
作
付
面
積
の
 

拡
充
に
つ
い
て
 

A
L
T

A
L
T
の
補
充
　

補
充
　
 

　
　
　

　
　
　
に
つ
い
て
 

A
L
T
の
補
充
　
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

問
 

GIGAスクールの児童生徒用パソコン

もち麦作付農地
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本
町
が
推
進
し
て
き

た
政
策
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
多
岐
に
及
び
、
そ
の
水

準
は
全
国
で
ト
ッ
プ
あ
る

い
は
最
上
位
を
目
指
し
た

も
の
で
は
な
い
が
、
概
ね

全
国
自
治
体
の
平
均
以
上

と
思
わ
れ
、
評
価
す
べ
き

で
あ
る
。
 

　
人
口
が
減
少
し
、
経
済

も
縮
み
得
る
将
来
に
、
本

町
が
存
続
す
る
・
生
き
残

る
自
治
体
と
し
て
、
政
策
 

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
 

 　
政
策
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
は
一
律
に
比
較
で

き
な
い
も
の
の
、
そ
の
水

準
は
高
い
方
が
住
民
の
満

足
度
が
増
し
、
誰
も
が
、

ま
た
、
私
と
し
て
も
そ
う

あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
財
政
規
模

の
大
き
な
自
治
体
と
、
何

も
か
も
同
じ
よ
う
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
と
、

他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
事
態
も
招
き
か
ね

ま
せ
ん
。
本
町
は
、
事
業

量
や
費
用
対
効
果
も
考
慮

し
、
色
々
と
選
択
し
な
が

ら
、
今
、
本
町
に
在
住
の

方
々
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
上
げ
て
い
く
べ
き

で
す
。

　
　
例
え
ば
、
本
町
が
あ

る
政
策
に
お
い
て
先
進
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
場
合
と
、
逆
に

本
町
が
遅
れ
て
い
る
、
あ

る
い
は
低
水
準
に
あ
る
場

合
に
、
双
方
の
政
策
的
重

要
度
は
変
わ
ら
な
い
と
し

た
場
合
、
ど
ち
ら
を
優
先

的
に
取
り
組
む
の
か
。
 

 　
本
町
に
お
い
て
低
水
準

に
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

思
い
当
た
ら
な
い
の
で
す

が
、
遅
れ
て
い
る
、
あ
る

い
は
低
水
準
に
あ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
特
定
健
診
に
お
い
て

は
、
地
方
自
治
体
に
、
国

に
よ
る
受
診
率
６０
％
の
達

成
目
標
が
あ
る
。
例
示
は

特
定
健
診
と
し
た
が
、
全

国
的
に
重
要
な
政
策
が
他

自
治
体
に
お
い
て
達
成
済

で
あ
っ
て
本
町
で
は
永
年

未
達
で
あ
る
場
合
、
本
町

の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る

の
か
。
 

 　
特
定
健
診
受
診
率
は
、

全
国
平
均
値
、
兵
庫
県
平

均
値
を
上
回
る
も
の
の
、

本
町
の
目
標
50
％
に
達
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
国
保
医
療
係
や
保
健
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
積
極
的

に
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

ま
ち
ぐ
る
み
健
診
申
込
書

を
兼
ね
た
健
康
意
向
調
査

票
を
郵
送
、
ま
た
、
保
健

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
受

診
を
勧
奨
し
、
本
制
度
の

周
知
と
し
て
は
、
こ
れ
以

上
な
い
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
率
を
上
げ
る
こ
と

が
国
の
重
要
な
政
策
か
否

か
を
問
わ
ず
、
本
町
が
重

き
を
置
く
施
策
な
ら
ば
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
受
診

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
対

象
と
な
る
方
々
の
心
理
的

な
後
押
し
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
目

標
を
設
定
し
て
い
る
と
は

い
え
、
数
字
ば
か
り
を
追

い
求
め
る
の
で
は
な
く
、

物
事
や
事
業
の
本
質
を
捉

え
て
、
成
果
を
挙
げ
て
い

く
努
力
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

問
 

問
 

三 輪 一 朝 
事業量や費用対効果も考慮し、色々と選択しながら、 
行政サービスの質を上げていくべきです。 

本町の政策・行政サービスの 
水準等はどうあるべきか 

健康診断を受けましょう



一般質問 

 
 
町
債
残
高
（
借
金
）

は
約
2
2
1
億
円
で
、
基

金
残
高
（
預
金
）
は
約
１３

億
9
0
0
万
円
で
あ
る
。

一
人
当
た
り
約
1
1
7
万

円
の
借
金
、
5
人
家
族
で

は
約
6
0
0
万
円
の
借
金
、

預
金
は
約
7
万
円
で
あ
る
。

２０
代
か
ら
５０
代
の
皆
様
に

負
担
が
か
か
る
。
こ
れ
か

ら
、
福
崎
駅
周
辺
整
備
事

業
費
に
係
る
借
金
の
返
済
、

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の

分
担
金
、
負
担
金
等
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。
令
和

2
年
度
に
返
済
す
べ
き
元
利

償
還
金
約
9
億
7
0
0
0

万
円
が
返
済
で
き
ず
、
一

時
借
入
を
起
こ
し
、
約
１８
 

万
円
の
利
息
を
支
払
い
、

こ
れ
か
ら
も
返
済
が
で
き

ず
大
変
厳
し
い
状
況
下
が

予
想
さ
れ
、
財
政
を
圧
迫

し
て
い
る
。
 

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
町

民
は
厳
し
い
生
活
を
さ
れ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
で

上
下
水
道
事
業
の
基
本
料

金
及
び
税
の
減
免
が
で
き

な
い
か
。
 

　
令
和
2
年
度
は
様
々
な

対
策
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
本
当
に
困
っ
て

お
ら
れ
る
方
に
絞
っ
て
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
町
長
の
報
酬（
給
料
）

を
カ
ッ
ト
し
て
は
ど
う
か
。
 

 　
令
和
2
年
度
は
臨
時
の

対
応
で
、
減
額
が
恒
常
的

に
な
る
の
は
避
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
入
札
、
随
意
契
約
で

は
、
財
務
規
則
を
適
用
し

な
い
の
か
。
 

 　
も
っ
と
色
々
と
随
意
契

約
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

法
令
例
規
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

問
　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

の
2
施
設
は
公
募
せ
ず
、

年
間
3
千
万
円
が
㈱
Ｐ
Ａ

Ｇ
Ｅ
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。

県
指
定
文
化
財
で
あ
る
三

木
家
住
宅
は
町
民
の
財
産

で
も
あ
る
。
な
ぜ
、
㈱
Ｐ

Ａ
Ｇ
Ｅ
に
提
供
し
た
の
か
。
  　

三
木
家
住
宅
を
保
存
か

ら
活
用
し
守
っ
て
い
く
た

め
で
す
。

　
　
平
成
２６
年
か
ら
東
部

工
業
団
地
拡
張
事
業
が
推

進
さ
れ
、
令
和
2
年
１０
月

に
町
内
企
業
を
公
募
し
、

ウ
シ
オ
精
工
㈱
代
表
谷
口

氏
に
決
定
さ
れ
た
。
 

　
公
募
の
選
定
基
準
は
、

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、

公
営
企
業
管
理
者
、
技
監
、

総
務
課
長
、
地
域
振
興
課

長
の
町
部
局
7
名
だ
け
で

審
査
し
た
。
本
来
、
指
定

管
理
者
制
度
に
基
づ
い
て

選
定
す
べ
き
で
あ
る
。
 

　
　
　
初
当
選
後
、
令
和

　
　
元
年
6
月
、
尾
　
町

　
　
長
は
商
工
会
会
長
谷

　
　
口
氏
と
執
務
室
で
対

　
　
談
し
て
い
る
。
商
工

　
　
会
会
長
谷
口
氏
と
の

　
　
関
係
で
は
、
尾
　
よ

　
　
し
は
る
後
援
会
の
中

　
　
心
人
物
で
も
あ
り
、

　
　
長
い
間
色
々
と
支
援

　
　
を
受
け
て
い
る
。
寄

　
　
附
行
為
は
あ
っ
た
の

　
　
か
。
 

 　
　
　
政
治
資
金
収
支
報

　
　
告
書
を
確
認
し
ま
す

　
　
と
、
20
万
円
の
寄
附

　
　
が
あ
り
ま
し
た
。

問
 

今後は、本当に困っておられる方に絞って 
支援をしていきたいと思っています。 

コロナ対策で上下水道事業の基本料金 
及び税の減免ができないか 
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指
定
管
理
者
　
　

指
定
管
理
者
　
　
 

　
制
度
に
つ
い
て

　
制
度
に
つ
い
て
 

指
定
管
理
者
　
　
 

　
制
度
に
つ
い
て
 

工
業
団
地
拡
張
事
業

工
業
団
地
拡
張
事
業
の
 

　
　
　
選
定

　
　
　
選
定
に
つ
い
て
 

工
業
団
地
拡
張
事
業
の
 

　
　
　
選
定
に
つ
い
て
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

宇 　 壽 幸 

入
札
制
度
　
　

入
札
制
度
　
　
 

　
　
に
つ
い
て

　
　
に
つ
い
て
 

入
札
制
度
　
　
 

　
　
に
つ
い
て
 

　川観光交流センター

駅前観光交流センター
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子
ど
も
達
を
コ
ロ
ナ

感
染
か
ら
守
り
、
学
ぶ
権

利
を
保
障
す
る
方
針
は
。
 

 　
発
生
時
は
保
健
所
の
指

導
の
も
と
対
処
し
ま
す
。

2
学
期
か
ら
は
エ
ア
ロ
ゾ

ル
対
策
も
取
っ
て
い
ま
す
。

W
i-

F
i

環
境
の
な
い
家
庭

に
は
対
策
を
考
え
ま
す
。

抗
原
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
は

教
職
員
分
の
配
置
で
す
。

　
　
福
祉
関
係
の
作
業
所

等
の
売
上
状
況
は
。
 

 　
内
容
に
よ
り
増
減
は
あ

り
ま
す
が
、
大
き
な
落
ち

込
み
は
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
　
生
活
道
路
整
備
の
要

望
は
強
く
多
い
。
町
道
の

整
備
率
や
緊
急
対
応
の
年

間
予
算
は
。
 

　
整
備
率
は
約
52
％
、
緊

急
対
応
予
算
は
約
4
0
0

万
円
で
す
。

　
　
整
備
率
の
引
上
げ
を

求
め
た
い
。
 

 　
生
活
道
路
は
重
要
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
予
算
は

必
要
性
、
緊
急
性
、
事
業

効
果
等
に
よ
り
判
断
し
ま

す
。

　
　
市
町
交
通
災
害
共
済

組
合
の
解
散
に
よ
る
分
配

金
の
基
は
町
民
の
掛
金
。

広
く
公
平
な
立
場
か
ら
、

防
曇
型
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

一
気
に
整
備
す
る
提
案
を

し
た
い
。
投
資
効
果
も
大

き
い
。
 

 　
基
金
と
し
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
、
ミ
ラ
ー
な
ど
、

今
ま
で
に
上
乗
せ
し
た
形

で
計
画
的
に
進
め
た
い
。

問
　
工
業
団
地
周
辺
や
県

道
三
木
宍
粟
線
の
西
谷
地

区
等
の
安
全
対
策
が
急
が

れ
る
が
、
状
況
は
。
 

 　
西
谷
地
区
の
県
道
は
幅

広
路
肩
計
画
で
、
地
元
と

の
協
力
に
よ
り
事
前
準
備

は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
県
予
算
の
配
分
が

あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
の
着

手
、
完
了
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

　
工
業
団
地
周
辺
は
渋
滞

緩
和
を
含
め
具
体
的
対
策

を
考
え
た
い
。
危
険
箇
所

対
策
は
順
次
検
討
し
て
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
福
崎
駅
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
整
備
、
県
道
甘
地
福

崎
線
拡
幅
の
進
捗
は
。
 

 　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
現
在

設
計
中
で
、
11
月
か
ら
土

工
事
、
来
年
4
月
か
ら
設

備
工
事
の
予
定
と
聞
い
て

い
ま
す
。
県
道
は
早
期
完

成
に
向
け
用
地
交
渉
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
　
高
齢
者
の
補
聴
器
購

入
補
助
、
国
保
の
子
ど
も

均
等
割
免
除
を
実
施
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

福
崎
町
で
も
実
施
を
求
め

る
。
 

 　
補
聴
器
に
つ
い
て
は
情

報
収
集
し
、
研
究
は
進
め

た
い
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
未
就

学
児
の
均
等
割
の
半
額
が

公
費
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
　
鳥
獣
被
害
は
村
落
存

続
の
位
置
づ
け
で
の
取
り

組
み
を
求
め
る
。
里
山
整

備
に
森
林
環
境
保
全
基
金

の
活
用
は
で
き
な
い
か
。
 

　
引
き
続
き
被
害
軽
減
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
基
金
歳
入
が
少
な
く
、

主
要
事
業
を
執
行
し
た
残

額
で
は
あ
ま
り
期
待
で
き

ま
せ
ん
。

　
　
高
橋
の
不
法
投
棄
問

題
の
取
り
組
み
状
況
は
。
 

 　
県
に
よ
る
改
善
命
令
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

健
康
福
祉
課
長
 

町
長
 

町
長
 

住
民
生
活
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

保健所の指導も受け、取り組んでいます。 

コロナ禍、子ども達を守り 
学ぶ権利の保障を 

小 林 　博  

安
全
な
町
づ
く
り

安
全
な
町
づ
く
り
 

安
全
な
町
づ
く
り
 

問
 

技
監
 

問
 

福
祉
に
つ
い
て

福
祉
に
つ
い
て
 

福
祉
に
つ
い
て
 

山
間
地
域
の
問
題

山
間
地
域
の
問
題
 

山
間
地
域
の
問
題
 

環
境
問
題

環
境
問
題
 

環
境
問
題
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編
集
後
記
 

　
1
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
2
0
2
0

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
結
果
的
に
は
皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
メ
ダ
ル
58
個
、
ま

た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
メ
ダ
ル
51
個

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
野
球
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
快
進
撃
と
、
若
い
世
代
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
3
個
の
金
メ
ダ
ル

に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
車

い
す
ラ
グ
ビ
ー
等
激
し
い
あ
た
り
に
思

わ
ず
力
も
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
9
月
議
会
に
お
い
て
は
、
私
事
で
す

が
、
初
の
一
般
質
問
に
臨
み
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
末
永
く
皆
様
に
こ
の
議
会

だ
よ
り
を
通
じ
て
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
議

会
を
お
見
せ
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
石
川
治
）

委 員 長　植 岡 茂 和  

副委員長　大 塚 記美代 

委　　員　石 川 　 治  

委　　員　河 嶋 重一郎 

委　　員　松 岡 秀 人  

委　　員　　 高 平 記  

議会広報常任委員会 

次の定例会は12月3日 開会予定 
　10月21日に町内３箇所の牛舎で炭疽（た
んそ）という病気の予防注射をしました。牛
もワクチンで感染症の予防をしています。

学び舎ともち米（福崎西中学校北側農地） 小豆畑と播但線（撮影：高原寿子氏） 
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